
資料４－１ 
 

お薬手帳ホルダー活用状況等に係るアンケート調査について 

 

１．概要  

○ 「おくすり適正使用促進事業」では、お薬手帳の持参を促し、薬局における

服薬情報の一元管理を促進するため、2018 年 12 月に県内の重複服薬者※１

10,344 名を対象にお薬手帳の持参を促す「ポケット付きお薬手帳ホルダー」

と普及啓発用のリーフレット※２を郵送で配布した。 

※１ 後期高齢者医療広域連合被保険者のうち、2018 年４月から７月までの間に、複

数の医療機関から、一月に３０日以上同一の医薬品の処方を受けている者で、以

下の者を除く。 

・がん、認知症、うつ、統合失調症の者   

・死亡している又は資格喪失している者 

・住所が県外の者（県外施設入所者） 

※２ お薬手帳を持参することの意義やメリットについて普及啓発するためのリーフ

レット。お薬手帳を一冊にまとめること等を促している。 

 

○ 今回、福岡県薬剤師会会員の薬局を対象にお薬手帳ホルダーの使用状況等を

アンケート調査したので、その結果を報告するもの。 

 

２．結果及び考察  

実施期間：2019年 3月 15日～2019年 4月 5日 

実施方法：福岡県薬剤師会を通じて会員薬局にアンケートの協力を依頼し、各薬

局が県の web 上で回答。薬務課にて集計。 

 

県 内 薬 局 数： ２,８９１ 

福岡県薬剤師会会員薬局数： ２,４２７ 

ア ン ケ ー ト 回 答 数 ： ６８４件 

回 答 率： ２８．２％ 

  



○ 来局患者中、お薬手帳を持参している患者の割合が、60～80%, 80%～であっ

た薬局がそれぞれ 55.1%, 28.4%であり、お薬手帳の利用がかなり普及して

いる。一方で、お薬手帳持参患者のうち、電子版のお薬手帳だった割合が～

5%である薬局が 95.3%と、電子版のお薬手帳はほとんど普及していない。 

  

○ お薬手帳を持参した来局患者中、

お薬手帳ホルダーを持参する割合

が、～20%, 20～40%, 40～60%, 60

～80%, 80%～であった薬局はそれ

ぞれ 59.1%, 23.1%, 9.6%, 4.7%, 

3.5%であり、お薬手帳ホルダーを

持参する患者が少ないことがわか

った。 

 

○ ただ、県作成のお薬手帳ホルダー

持参患者が確認できた薬局（22 施

設）のうち７施設（31.8%）で、重 

 

複服薬を確認、是正を試みており、また、９施設（40.9%）で、お薬手帳の

複数所持確認による１冊化への指導等、薬局での是正指導が確認された。 
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３．今後の予定  

○ 福岡県薬剤師会の協力を得て、重複服用やお薬手帳の確認を兼ねた患者アン

ケートを薬局にて実施し、重複服用の是正及びお薬手帳１冊化への指導を行

う。 

 

○ 福岡県保健環境研究所にて、レセプト分析により解析、検証を行い、今年度

の効果的な配布方法の検討を行う。 

 

 

＜参考＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左図：普及啓発用リーフレット 

 上図：ポケット付き 
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